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山形大学のスマート・テロワールを視察研修
畑作と畜産の連携を図り、地産地消する循環
型経済圏＝スマート・テロワールに取り組ん
でいる、山形大学農学部のフィールド科学セ
ンターを視察しました。浦川修司教授の講演
と農場の見学の後、最新鋭の豚舎へ。清潔な
豚舎は臭いも少なく衛生的で、ここで作られ
たロースハムはとろけるような絶品。
議員視察 6月30日。

志賀高原ユネスコエコパーク
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　こども達のために、安全な医療を
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高山村農業委員会
委員14名の任命に同意

６
月
定
例
会

　

平
成
29
年
第
２
回
６
月
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
16
日

ま
で
の
９
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

村
税
条
例
の
一
部
改
正
等
専
決
処
分
し
た
承
認
４
件
、
農

業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
等
の
同
意
15
件
し
た
ほ
か
、
一
般

会
計
補
正
予
算
等
の
議
案
５
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
。
議
員

発
議
の
意
見
書
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
７
名
が
登
壇
。
村
政
等
々
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
　（
全
員
賛
成
）

・
新
電
力
事
業
者
へ
の
切
り
換
え

村
の
全
庁
舎
節
電
の
為
、
㈱
エ
ネ
リ
ン
ク
へ
委
託
、
約
１
７

０
万
円
の
節
電
効
果
。

・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
敷
地
内
道
路
舗
装
修
繕
工
事

　

入
口
道
路
（
写
真
参
考
）　

３
８
０
万
円

・
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

　

ブ
ド
ウ
冷
蔵
庫
10
基
分
補
助　

１
２
０
０
万
円

・
遊
休
荒
廃
農
地
再
生
対
策
事
業

　

ワ
イ
ン
栽
培
農
地
整
備　

２
２
３
万
円

財
産
の
取
得

　

除
雪
作
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
新
た
に
除
雪
ロ
ー
タ
リ
ー
、

１
台
を
購
入
す
る
。

　

取
得
予
定
価
格
、
２
３
７
６
万
円
。

温
泉
開
発
事
業
特
別
会
計

　

奥
山
田
温
泉
、
源
泉
予
備
ポ
ン
プ
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
費
用
。

　

１
８
３
万
円

大雪のあと急激にいたんだ YOU游ランド入口の道路。きれいに舗装され
ました。

（
全
員
賛
成
）

（
全
員
賛
成
）
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６月定例会 一般質問
６月定例会の一般質問は６月13日に開催、７名の議員が14の事項について質問を行いました。

頁 質問議員 質問事項 答　　弁

４頁 篠原 　尚元 防犯カメラ設置に補助を 他市町村の動向を見て

５頁 松本 　　茂

村営温泉施設運営に関わる指定管理者
制度導入の進捗状況は

指定管理に移行することは、現時点で
難しいと考える

就農おためし住宅の利用計画は 旧教員住宅２棟を使用料をいただく形
で整備

６頁 澤井 　好子
文化交流施設の進行状況は パブリックコメント・行政懇談会の意

見を検討委員会で検討します

副読本の発行と就学前教育は 入学前の乳幼児教育、躾は非常に重要
と考える

７頁 畔上 　孝一

自治区施設整備等補助金を建物以外に
も拡大を 土地取得には現時点では難しい

松くい虫駆除対策は 今年度は 415㎥駆除

教育勅語は学校で使わないで 学習指導要領を踏まえ指導していく

８頁 湯本 　眞也

安倍首相の改憲発言について 首相発言に対する答弁を差し控えたい

子供医療費の窓口完全無料化は 窓口完全無料化をしていないのは長野
県を含む６つの県です

北部グラウンドの階段の改修は 球場としての機能を保ちながらの改修は困難

９頁 涌井 仙一郎

村内の志賀高原ユネスコエコパークの認
知度は

活動を紹介することで、認知度アップ
に努めていきます

村環境基本計画はどのように進めるか 皆さんと協働して施策の指標を掲げ、優
良な活動は表彰して活動を公表します

10 頁 西條 　正純 ＧＡＰ認証取得の支援と推進を ＧＡＰの普及・推進が必要と考え、支
援をしていく

みなさんからの 陳情 はこうなりました
陳情の内容 陳情者 委員会審査での主な意見 付　託

委員会
委員会
結　果

本会議
結　果

義務教育費国庫負担
制度の堅持を求める
陳情

連合長野高水地域協議会
須高地区連合会

会長　荻原 公和
長野県教職員組合高山単組

単組長　加藤 敦子

　前年も採択しているので特に
なし。

総 務 文 教
常任委員会

採　択
（全員賛成）

採　択
（全員賛成）

国の責任による 35 人
学級推進と、教育予算
の増額を求める陳情

連合長野高水地域協議会
須高地区連合会

会長　荻原 公和
長野県教職員組合高山単組

単組長　加藤 敦子

　前年も採択しているので特に
なし。

総 務 文 教
常任委員会

採　択
（全員賛成）

採　択
（全員賛成）

意見書の提出 　陳情書が採択されたことを受け意見書が発議され、本会議で可決し関係機関
に送りました。
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犯
人
逮
捕
や
犯
罪
抑
止
に

威
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
が
、

防
犯
カ
メ
ラ
で
す
。

　

最
近
、
村
内
で
頻
繁
に
農

機
具
等
の
盗
難
が
発
生
し
、

異
常
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

防
犯
と

は
、
犯
罪
を
未
然

に
防
止
す
る
こ
と

で
、
受
動
的
防
止

と
能
動
的
防
犯
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

24 時間撮影が可能な防犯カメラは犯罪の抑止効果、容疑者の特定に役立つ。

支障木撤去により、安全・安心に登下校できるように。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
補
助
を

答   

他
市
町
村
の
動
向
を
見
て

５
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
直
近
の
事
件
、
犯
罪
発
生

状
況
。

②
公
共
施
設
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
状
況
。

③
通
学
路
支
障
木
撤
去
と
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
。

④
個
人
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

補
助
を
。

⑤
村
民
へ
の
防
犯
意
識
啓
発
。

答
弁
（
宮
川
村
民
生
活
課
長
）

①
盗
難
５
件
、
窃
盗
犯
３
件
、

合
わ
せ
て
８
件
で
昨
年
同
期

の
４
倍
と
な
っ
て
お
り
、
異

常
な
事
態
で
一
層
警
戒
態
勢

を
強
め
て
い
き
ま
す
。

②
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
駐
車
場
、

蕨
温
泉
駐
車
場
の
２
か
所
。

③
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
村
民

の
情
報
提
供
に
よ
り
、
撤
去

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
適

正
な
管
理
に
努
め
ま
す
。
須

高
管
内
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
い
る
箇
所
は
な
い

が
、
今
後
、
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
ま
す
。

④
野
沢
温
泉
村
で
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
個
人
画

像
は
個
人
情
報
の
保
護
対
象

と
な
り
、
慎
重
に
取
り
扱
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
他
市
町

村
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

し
ま
す
。

篠 原  尚 元  議 員

⑤
８
月
の
防
犯
運
動
、
12
月

の
特
別
警
戒
と
年
２
回
防
犯

会
議
の
開
催
、
地
域
で
の
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
セ
ー
フ

テ
ィ
須
高
、
パ
ト
ロ
ー
ル
高

山
の
回
覧
や
情
報
無
線
に
よ

り
、
村
民
へ
の
注
意
喚
起
を

促
し
啓
発
し
ま
す
。

　

村
民
各
位
の
協
力
の
も
と
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
「
自
助
」

の
意
識
を
高
め
、
地
域
の
連

帯
感
を
よ
り
一
層
推
進
し
、

犯
罪
を
起
こ
し
に
く
い
環
境

を
つ
く
り
、
安
全
で
安
心
な

村
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

一 般 質 問
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YOU游ランドの指定管理者制度移行はいつになるのか。

５月に開かれたブロック行政懇談会。

プ
ン
か
ら
24
年
経
過
し
、
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
機
械
設

備
の
更
新
が
必
要
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
現
在
大
規
模
改

修
工
事
を
平
成
31
年
頃
ま
で

見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
施

工
に
あ
た
り
、
長
期
の
休
業

期
間
が
必
要
と
な
り
、
指
定

管
理
を
行
っ
た
場
合
、
こ
の

休
業
保
証
問
題
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、「
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
」
に
お
い

て
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
周
辺
を

「
交
通
結
節
点
」
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
こ
と
や
道
の
駅
、

星
の
駅
の
構
想
を
検
討
し
て

い
く
中
で
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン

ド
周
辺
も
候
補
地
の
一
つ
と

し
て
の
意
見
も
い
た
だ
い
て

お
り
、
村
の
拠
点
と
な
る
施

設
を
指
定
管
理
す
る
こ
と
が

相
応
し
い
か
ど
う
か
も
含
め

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
山
田
温
泉
大
湯
、

蕨
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
湯
に
つ

質
問　

昨
年
５
月
に
ブ
ロ
ッ

ク
行
政
懇
談
会
の
中
で
Ｙ
Ｏ

Ｕ
游
ラ
ン
ド
・
大
湯
・
ふ
れ

あ
い
の
湯
、
村
営
３
施
設
に

つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
て
い
く
、
と
の
説

村
営
温
泉
施
設
運
営
に
関
わ
る

指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
進
捗
状
況
は

答   

指
定
管
理
に
移
行
す
る
こ
と
は
、

現
時
点
で
難
し
い
と
考
え
る

明
を
受
け
ま
し
た
が
、
現
在
、

ど
の
よ
う
な
進
捗
状
況
に

な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　
（
内
山
村
長
）

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
施
設
に

つ
い
て
は
、平
成
５
年
の
オ
ー

松 本  　 茂  議 員

き
ま
し
て
は
、
指
定
管
理
施

設
に
は
な
じ
ま
な
い
と
の
ご

意
見
も
あ
る
中
で
、
地
域
の

方
々
と
十
分
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
導
入
に
当

た
っ
て
は
、
職
員
の
研
修
を

実
施
し
な
が
ら
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、
住
民
の
ご

意
見
も
十
分
に
お
聞
き
す
る

中
で
、
慎
重
に
検
討
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一 般 質 問
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④
道
の
駅
と
の
関
係
に
つ
い

て
。

答
弁
（
山
岸
教
育
長
）

①
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

反
映
さ
せ
た
「
整
備
構
想
」

を
定
め
た
後
、
着
手
す
る
計

画
で
す
。

②
予
算
規
模
と
進
捗
状
況
に

対
す
る
質
問
の
１
件
の
み
で

す
。

③
配
置
、
照
明
や
音
響
等
の

質
問　

文
化
交
流

施
設
の
建
設
に
つ

い
て
、
現
在
の
進

行
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
経
験
豊
か
な
設
計
士
に
委

託
す
る
概
算
設
計
費
の
積
算

は
。

②
行
政
懇
談
会
で
村
民
の
意

見
を
聞
い
た
結
果
に
つ
い
て
。

③
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
施
設

調
査
に
つ
い
て
。

文
化
交
流
施
設
の
進
行
状
況
は

答   

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
・
行
政
懇
談
会
の

意
見
を
検
討
委
員
会
で
検
討
し
ま
す

設
備
関
係
は
、
機
能
的
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

村
民
や
有
識
者
か
ら
な
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
基
本
設

計
の
段
階
で
設
置
し
ま
す
。

④
文
化
施
設
は
村
の
文
化
向

上
を
目
指
す
施
設
、
道
の
駅

は
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

施
設
で
す
。
目
的
が
違
う
の

で
検
討
委
員
会
を
設
置
し
検

討
す
る
予
定
で
す
。

公民館講堂の大会風景。

小学校で使用の副読本は平成 31 年度の使用開始に向け進める。

副読本の発行と就学前教育は
答   入学前の乳幼児教育、

躾
しつけ

は非常に重要と考える

質
問　

小
学
校
入
学
後
は
な

る
べ
く
早
く
授
業
に
対
応
出

来
る
幼
児
教
育
・
児
童
教
育

に
つ
い
て
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

①
副
読
本
の
進
行
状
況
及
び
、

担
当
者
人
数
に
つ
い
て
。

②
副
読
本
は
い
つ
頃
ま
で
に

出
来
る
の
か
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
。

③
乳
幼
児
の
教
育
や
躾
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
（
山
岸
教
育
長
）

①
副
読
本
の
第
一
回
編
纂
会

議
を
５
月
16
日
に
開
催
。
委

員
は
村
内
在
住
の
方
で
、
社

会
科
等
の
専
門
的
知
識
を
有

す
る
方
を
は
じ
め
小
学
校
関

係
者
と
事
務
局
を
合
わ
せ
６

名
で
す
。

②
平
成
31
年
度
に
使
用
開
始

し
た
い
。
内
容
は
村
の
概
要

や
自
然
・
産
業
・
行
政
や
村

の
歴
史
を
中
心
に
資
料
収
集

や
調
査
活
動
を
行
い
ま
す
。

③
た
か
や
ま
保
育
園
で
は
屋

外
で
の
自
然
体
験
な
ど
特
色

あ
る
教
育
を
展
開
し
、
社
会

性
を
養
い
心
豊
か
な
子
ど
も

達
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
保
護
者
の
皆
様
を
対
象
に

様
々
な
講
演
会
を
は
じ
め
、

育
児
相
談
や
保
護
者
同
志
の

交
流
等
を
通
し
て
、
子
育
て

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

澤 井  好 子  議 員

一 般 質 問
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くん蒸処理中の松の木。ビニールをかけたのは今年の春駆除したもので
くん蒸中です。（松川右岸の林）

集団登校で並んで登校中の小学生たち。この子どもたちに勅語はいらない。

教育勅語は学校で使わないで

答   学習指導要領を踏まえ指導していく

発
生
を
最
小
限
に
と
ど
め
て

き
て
い
ま
す
。
枯
れ
た
木
を

伐
採
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

中
山
地
区
や
高
井
鞍
掛
な
ど

村
内
一
円
を
計
画
し
て
お
り
、

急
傾
斜
地
や
崖
に
あ
る
木
等

は
、
安
全
を
配
慮
し
て
作
業

を
断
念
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

徳
教
育
の
基
本
理
念
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
戦
後
、

「
日
本
国
憲
法
」
や
「
教
育
基

本
法
」
の
制
定
に
伴
い
、
昭

和
23
年
に
衆
議
院
で
は
「
排

除
の
決
議
」、参
議
院
で
は「
失

効
確
認
の
決
議
」
が
さ
れ
ま

し
た
。
戦
後
は
勅
語
に
変
わ

り
、
我
が
国
の
教
育
の
基
本

理
念
と
し
て
の
「
教
育
基
本

質
問　

安
部
首
相
は
教
育
勅

語
を
学
校
で
の
使
用
を
認
め

る
閣
議
決
定
を
行
っ
た
。
本

村
の
子
ど
も
達
に
は
絶
対
に

使
用
し
な
い
よ
う
求
め
る
。

答
弁
（
山
岸
教
育
長
）

　

教
育
勅
語
は
、
明
治
23
年

に
発
布
さ
れ
、
我
が
国
の
道

質
問　

松
く
い
虫
の
被
害
が

拡
大
し
て
い
る
。
駆
除
対
策

は
。
枯
れ
た
松
の
伐
採
計
画

は
な
い
か
。

答
弁
（
柴
田
産
業
振
興
課
長
）

　

最
近
３
年
間
の
松
く
い
虫

被
害
木
の
駆
除
費
用
は
合
計

５
３
５
０
万
円
余
り
と
な
っ

松
く
い
虫
駆
除
対
策
は

答   

今
年
度
は
４
１
５
㎥
駆
除

て
い
る
。
今
年
度
は
補
助
金

等
を
勘
案
し
、
４
１
５
㎥
の

駆
除
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

毎
年
国
や
県
の
補
助
金
を
活

用
し
て「
く
ん
蒸
処
理
」や「
破

砕
処
理
」
の
伐
倒
駆
除
を
実

施
し
、
山
全
体
が
被
害
木
に

覆
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
小
中
学
校
の
教
育

は
教
育
基
本
法
の
理
念
に
沿

い
、
学
習
指
導
要
領
の
内
容

を
し
っ
か
り
踏
ま
え
着
実
に

指
導
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

尚
、
自
治
区
施
設
整
備
等

補
助
金
に
つ
い
て
も
質
問
し

ま
し
た
。

畔 上  孝 一  議 員

一 般 質 問
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子どもの医療費窓口完全無料化へ。

高校生の通学費助成も提案しました。

湯 本  眞 也  議 員

安
倍
首
相
の
改
憲
発
言
に
つ
い
て

答   

首
相
発
言
に
対
す
る
答
弁
を
差
し
控
え
た
い

質
問　

県
は
来
年
８
月
か
ら

中
学
校
卒
業
ま
で
、
子
ど
も

の
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
を

実
施
す
る
こ
と
を
表
明
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
レ
セ
プ
ト

料
１
レ
セ
プ
ト
当
り
５
０
０

円
の
受
給
者
負
担
は
据
え
置

か
れ
て
い
ま
す
。
窓
口
無
料

化
に
合
わ
せ
レ
セ
プ
ト
料
を

村
負
担
に
し
、
完
全
無
料
化

実
現
を
提
案
し
ま
す
。

答
弁
（
宮
川
村
民
生
活
課
長
）

　

平
成
26
年
11
月
18
日
全
国

知
事
会
・
全
国
市
長
会
・
全

国
町
村
会
は
、
減
額
調
整
措

置
を
廃
止
す
る
こ
と
を
要
請

し
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
は

平
成
30
年
４
月
１
日
よ
り
未

就
学
児
ま
で
の
市
町
村
の
医

療
費
助
成
に
つ
い
て
減
額
調

整
措
置
の
対
象
に
し
な
い
こ

と
を
通
知
し
ま
し
た
。
県
は

来
年
８
月
を
目
途
に
県
下
市

町
村
で
中
学
校
卒
業
ま
で
窓

口
無
料
化
を
導
入
し
、
国
庫

負
担
金
の
減
額
調
整
措
置
の

半
額
を
県
が
負
担
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
１
レ
セ
プ
ト

質
問　

安
倍
首
相

は
憲
法
改
憲
を
表

明
し
ま
し
た
。
憲

法
第
99
条
は
「
天

皇
又
は
摂
政
及
び
国
務
大

臣
、・
・
・
公
務
員
は
、
こ
の

憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義

務
を
負
ふ
」
と
し
て
い
る
が
、

首
相
の
発
言
に
つ
い
て
村
長

は
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
お

聞
き
し
た
い
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日

に
憲
法
改
正
を
求
め
る
集
会

に
「
２
０
２
０
年
を
新
し
い

憲
法
が
施
行
さ
れ
る
年
に
し

た
い
。」と
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

憲
法
を
尊
重
し
、
擁
護
す
る

こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
憲
法
改
正
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
的
議

論
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
安
倍
首
相
の
発
言
に
対

し
ど
の
よ
う
に
思
う
か
は
、

答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

５
０
０
円
の
自
給
者
負
担
を

行
っ
て
い
る
県
は
長
野
県
を

含
む
６
県
で
あ
り
ま
す
。
残

り
の
41
県
は
窓
口
負
担
な
し

で
す
。
村
が
単
独
に
行
っ
て

い
る
18
歳
以
下
を
含
め
る
と
、

財
政
負
担
が
大
き
く
、
窓
口

完
全
無
料
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
子
育
て
支
援
施
策
を
総

合
的
に
勘
案
す
る
中
で
検
討

し
ま
す
。

子供医療費の窓口完全無料化は
答   窓口完全無料化をしていないのは

長野県を含む６つの県です

一 般 質 問
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関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た

め
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。
②
主
要
道
豊
野-

南

志
賀
公
園
線
や
県
道
牧-

干

俣
線
の
主
要
道
を
今
後
ど
の

様
に
整
備
・
拡
充
を
考
え
て

い
る
の
か
。

質
問　

志
賀
高
原
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
に
全
村
が
認
証

さ
れ
て
か
ら
３
年
に
な
り
ま

す
が
、
村
民
の
認
知
度
は
薄

い
と
感
じ
ま
す
。
①
同
エ
コ

パ
ー
ク
は
複
合
自
治
体
で
協

議
会
を
構
成
し
て
い
ま
す
が
、

「志賀高原ユネスコエコパーク」の横手山頂から笠岳を望む。

駒場西光寺の庭を清掃するボランティア活動の皆さん。

村
内
の
志
賀
高
原
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
の
認
知
度
は

村
環
境
基
本
計
画
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か

答   

活
動
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、

認
知
度
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
き
ま
す

答   

皆
さ
ん
と
協
働
し
て
施
策
の
指
標
を
掲
げ
、

優
良
な
活
動
は
表
彰
し
て
活
動
を
公
表
し
ま
す

答
弁
（
柴
田
産
業
振
興
課
長
）

①
先
人
よ
り
継
承
さ
れ
て
き

た
地
域
の
取
り
組
み
な
ど
、

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理

念
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
拡

大
し
、
そ
の
活
動
等
を
紹
介

す
る
こ
と
で
認
知
度
の
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

答
弁
（
牧
建
設
水
道
課
長
）

②
山
ノ
内
町
側
は
昨
年
の
大

雨
に
よ
る
災
害
復
旧
工
事
を

実
施
さ
れ
、今
夏
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
ま
で
に
は
全
面
開
通
す

る
予
定
で
す
。
県
道
牧-

干

俣
線
の
群
馬
県
側
で
は
、
必

要
に
応
じ
て
道
路
脇
の
草
刈

り
や
維
持
修
繕
を
お
こ
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

質
問　

村
地
球
に
や
さ
し
い

環
境
基
本
条
例
に
環
境
整
備

の
具
体
的
な
取
組
等
が
わ
か

ら
な
い
が
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
る
の
か
。
①
住
民
で
取

り
組
む
環
境
整
備
の
推
進
に

は
、
行
政
の
後
押
し
の
助
成

を
必
要
と
す
る
。
②
計
画
の

涌 井  仙 一 郎  議 員

施
策
や
進
捗
状
況
の
点
検
・

評
価
・
計
画
の
見
直
し
で
成

果
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

①
自
主
的
な
活
動
に
対
し
村

が
助
成
を
す
る
こ
と
は
協
同

の
村
づ
く
り
の
趣
旨
に
そ
ぐ

わ
な
い
。
村
が
協
同
し
て
お

手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
積
極
的
に
協
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

②
重
点
的
な
環
境
指
標
に
は

ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
の
事
業

団
体
数
や
文
化
財
保
全
の
取

り
組
み
件
数
の
拡
大
、
資
源

の
再
資
源
化
率
の
向
上
な
ど

協
働
し
て
施
策
の
指
標
を
掲

げ
て
お
り
ま
す
。
優
良
な
活

動
を
表
彰
し
て
、
そ
の
活
動

を
広
く
公
表
し
て
参
り
ま
す
。

一 般 質 問
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全
性
を
認
証
す
る
も
の
が
な

い
と
世
界
で
は
通
用
せ
ず
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
提
供
す
る

約
１
５
０
０
万
食
に
は
足
り

ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

ほ
と
ん
ど
が
輸
入
食
材
で
調

理
さ
れ
ま
す
。

　

食
材
が
足
り
な
い
こ
と
は

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
取
得
者
が
大
幅
に
増
え
る

質
問　

２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の
食
材
の
調
達

基
準
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ

Ｐ
・
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
ア
ド
バ
ン
ス

等
公
的
機
関
に
よ
る
第
三
者

の
確
認
が
必
須
で
す
。
国
産

の
農
産
物
は
安
全
・
安
心
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
安

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
の
支
援
と
推
進
を

答   

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
普
及
・
推
進
が
必
要
と
考
え
、

支
援
を
し
て
い
く

信濃毎日新聞６月 18 日掲載
オリンピックに提供する食材の基準が示されてから、GAP に
関する記事がたいへん増えてきました。これからの農業を進
めて行くうえで、GAP は避けて通れなくなりそうです。

読売新聞６月 16 日掲載

「ＪＧＡＰ認証農産物」であ
ることを表すマークで、ＪＧ
ＡＰ認証農場及びＪＧＡＰ認
証団体が日本ＧＡＰ協会から
許諾を受けて表示することが
できます。

グローバルＧＡＰは、「食の
安全リスクの低減」「労働安
全」「環境保全」「生態系の維
持」の実践を通して「食の安
全と持続可能な生産管理」を
実現する為の、共通の規格と
ツール開発に取り組んでいま
す。これらを通じ、健康で持
続的な社会実現に貢献する事
を目指しています。
（ホームページより抜粋）

と
予
想
さ
れ
、
ま
た
流
通
業

界
は
農
産
物
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
等
の

安
全
認
証
を
求
め
て
き
ま
す
。

安
全
認
証
取
得
と
全
村
志
賀

高
原
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

登
録
は
、
村
の
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
繋
が
り
ま
す
。

村
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
」

や
「
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
ア
ド
バ
ン
ス
」

の
認
証
取
得
を
支
援
し
推
進

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
国
内
で
６
５

２
団
体
、
県
内
で
10
団
体
が

認
証
さ
れ
て
い
ま
す
が
本
村

関
係
者
は
い
ま
せ
ん
。グ
ロ
ー

西 條  正 純  議 員

バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
者
も
い
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
国
内
で

は
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
知
度
が
低
く
、

Ｊ
Ａ
や
市
場
の
取
引
で
必
要

性
が
な
く
、
取
得
が
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
農
業
は
長
く
地
産

地
消
で
し
た
が
、
本
格
的
な

貿
易
自
由
化
に
入
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
日
本
の
農
産
物

が
世
界
に
認
め
ら
れ
、
持
続

的
に
発
展
す
る
た
め
に
Ｇ
Ａ

Ｐ
の
普
及
・
推
進
が
必
要
で

す
。
本
村
の
農
業
者
や
団
体

が
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
得
し
、
海
外

展
開
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

再
質
問　

国
に
よ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ

取
得
支
援
の
強
化
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
今
の
う
ち
に
準
備

を
し
て
お
き
、
動
き
出
し
た

ら
す
ぐ
対
応
す
べ
き
で
す
。

Ｇ
Ａ
Ｐ
を
授
業
に
取
り
入
れ

て
い
る
県
農
業
大
学
を
卒
業

し
た
方
が
村
に
就
農
移
住
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う

な
方
と
連
携
で
き
な
い
か
。

答
弁　

ま
だ
村
内
で
は
Ｇ
Ａ

Ｐ
の
認
知
度
が
低
く
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か

検
討
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

一 般 質 問
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病院のエントランスホール。正面の大きな陶板壁画が来院者を迎えます。原画は柳沢
京子氏の切り絵「こどもだ！ワルツだ！」。絵の中のキャラクターを、封筒やパンフレッ
トなどに活用しています。視察日はちょうど「看護の日」で、マスコットキャラクター
の「ちるくま」が看護の日をアピールしていました。ナイチンゲールの誕生日の 5月
12 日が「看護の日」です。「ちるくま」は「チルドレン +しろくま」で、子どもたち
が思いっきり抱きついていました。

病院の敷地に建てられている家族滞在宿泊施設「たん
ぽぽのおうち」。5部屋あり、稼働率は80～90％と高く、
利用者に大変喜ばれています。運営はＮＰＯ法人です。

遠く離れた高山村からもたくさんの利
用者がいます。外来で約 130 人、入院
で約 90 人の年もあり、ドクターカー
で搬送された方もいるそうです。

こども病院の救急車「ドクターカー」は更新時期を迎えています。今年の２月 14
日からクラウドファンディングで寄付を募ったところ、目標金額の 1500 万円を
上回る、2526 万円の支援が集まり、さっそく購入手続きを進めているそうです。

高速道路からもよく見える県立こども病院は、赤い屋
根の時計台がシンボル。駐車場の一角にはヘリポート
があります。

民
生
産
建
常
任
委
員
会
報
告

こ
ど
も
達
の
た
め
に
、

安
全
な
医
療
を

５
月
12
日  

長
野
県
立
こ
ど
も
病
院
視
察

　

健
康
長
寿
の
村
と
し
て
こ
れ

か
ら
の
健
康
と
医
療
を
探
る
た

め
に
、
安
曇
野
市
の
長
野
県
立

こ
ど
も
病
院
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
に
60
床
で
診
療
を

始
め
、
平
成
25
年
に
は
１
８
０

床
と
３
倍
の
規
模
に
拡
大
し
て

い
ま
す
。
年
間
出
生
数
は
毎
年

減
っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
病

院
の
利
用
は
増
え
て
い
る
の
で

す
。

　

一
方
、
他
地
域
で
は
小
児
科

の
患
者
数
が
減
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
予
防
接
種
が
普
及
し
て
感

染
症
に
か
か
り
に
く
く
な
っ
て

い
る
た
め
で
す
。

　

原
田
順
和
病
院
長
に
よ
る
と
、

慢
性
期
の
患
者
を
受
け
入
れ
る

病
院
は
各
地
域
で
維
持
し
、
高

機
能
で
あ
る
こ
ど
も
病
院
レ
ベ

ル
の
病
院
は
県
内
に
１
つ
で
良

い
と
の
こ
と
。
こ
ど
も
病
院
は

県
の
中
央
に
あ
り
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
や
高
速
道
路
を
利
用
す
れ

ば
緊
急
の
患
者
に
も
対
応
で
き
、

長
野
県
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
・
集

約
化
が
う
ま
く
で
き
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

病
院
は
「
こ
ど
も
と
家
族
の

権
利
」「
療
育
」「
チ
ー
ム
医
療
」

「
育
成
」「
健
全
経
営
」
を
、
持

続
可
能
な
医
療
に
欠
か
せ
な
い

５
つ
の
基
本
方
針
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。　
（
西
條
正
純
）
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酒
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康
臣

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

畔
上　

孝
一

　

副
委
員
長　

水
谷　
　

清

　

委　

員　

湯
本　

眞
也

　

委　

員　

澤
井　

好
子

　

委　

員　

宮
川
登
志
一

　

委　

員　

篠
原　

尚
元

　

委　

員　

涌
井
仙
一
郎

ら
く
は
び
っ
く
り
す
る
事
・
戸

惑
う
事
ば
か
り
で
不
安
な
毎
日

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
特
に

困
っ
た
の
は
言
葉
で
す
。
長
野

県
の
方
言
は
地
元
佐
賀
よ
り
標

準
語
に
近
い
と
個
人
的
に
思
い

ま
す
が
、
来
た
当
初
は
呪
文
の

よ
う
に
し
か
聞
こ
え
ず
苦
労
し

ま
し
た
。
特
に
「
ず
く
」
の
意

味
を
覚
え
る
の
が
大
変
で
し
た
。

し
か
し
、
段
々
と
子
ど
も
や
趣

味
を
通
じ
て
友
達
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
今
で
は
地
元
佐
賀

に
い
た
時
以
上
に
友
人
・
知
人

が
で
き
ま
し
た
。
色
ん
な
方
々

か
ら
長
野
県
の
こ
と
、
高
山
村

の
こ
と
を
少
し
ず
つ
教
え
て
も

ら
い
理
解
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

高
山
村
に
住
ん
で
み
て
素
敵

だ
な
と
思
う
こ
と
、
何
と
い
っ

て
も
景
色
で
す
。
快
晴
の
日
に

望
む
ア
ル
プ
ス
の
山
々
! !
カ
レ

ン
ダ
ー
で
し
か
見
ら
れ
な
い
と

思
っ
て
い
た
景
色
を
、
毎
日
見

て
生
活
で
き
る
の
は
格
別
に

幸
せ
で
す
。
松
川
渓
谷
の
四
季

折
々
の
自
然
、
星
や
夜
景
も
と
っ

て
も
綺
麗
で
、
高
山
村
に
住
ん

　

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
て
い
た
時
、
私
は
ま
だ
中

学
生
。
地
元
佐
賀
県
で
テ
レ
ビ

を
通
し
て
観
戦
し
て
い
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
あ
の
頃
、
ま
さ

か
自
分
が
長
野
県
に
住
む
事
に

な
る
と
は
、
当
然
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

私
が
高
山
村
に
住
む
よ
う
に

な
っ
て
早
い
も
の
で
も
う
す
ぐ

10
年
に
な
り
ま
す
。
専
門
学
校

卒
業
ま
で
地
元
佐
賀
で
過
ご
し
、

就
職
の
た
め
上
京
、
結
婚
を
機

に
こ
こ
高
山
村
へ
や
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
住
み
始
め
て
し
ば

★★

わ
た
し
の

声

☆ 
素
敵
な
高
山
村
に住ん

で
10
年 

☆

地域の活動にも参加しています。

　

平
成
27
年
、
第
１
１
５
号
か

ら
編
集
委
員
に
な
っ
て
早
い
も

の
で
１
２
１
号
に
な
り
ま
し
た
。

年
４
回
だ
け
で
す
が
、
村
民
の

皆
様
に
少
し
で
も
多
く
議
会
の

様
子
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
毎
回
、
私
の
声
に
投
稿

い
た
だ
い
た
村
民
の
皆
様
に
は

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

内
容
も
で
き
る
だ
け
分
か
り

や
す
く
、
写
真
も
多
く
使
う
よ

う
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　

９
月
末
に
は
、
新
し
い
議
員

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
事
に
な

り
ま
す
が
、
議
会
報
を
よ
ろ
し

く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

（
畔
上
孝
一
）

で
良
か
っ
た
！
と
本
当
に
思
っ

て
い
ま
す
。
冬
の
雪
に
は
び
っ

く
り
で
す
が
。
地
元
佐
賀
で
は

考
え
ら
れ
な
い
程
の
量
と
パ
ウ

ダ
ー
ス
ノ
ー
に
、
さ
す
が
雪
国

だ
な
と
毎
年
思
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
素
敵
な
高
山
村
で
生

活
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、

色
々
な
縁
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
縁
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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